聖書×賜物　信仰と言う贈り物
平野　雅子
まぁちゃんは、高校時代の親友だった。卒業後も仲良しは続き、彼女の大学の寮に内緒で泊まって、夜が明けるまでおしゃべりをしたり、旅行もたくさんした。思い出の写真がいっぱいある。私はボーイフレンドが出来て、嬉しくて嬉しくて、まぁちゃんに、彼の自慢話をいっぱいした。
東京と静岡の遠距離、彼は、ただただ私の憧れだった。
「６大学野球の試合があるから見に来ない？」と誘われて、東海道で片道3時間。野球を見て、学生相手の居酒屋に行き、玉ねぎスライス2皿、焼き鳥の盛り合わせ。今思えば、貧乏学生そのものだった。帰りのホームで、「この本面白いよ、電車で読んでけよ。」と渡されたのが、三浦綾子さんの『塩狩峠』だった。私は電車の中で、感動で泣きじゃくった。この一冊の本が、私を三浦文学へと誘い、キリスト教への最初の一歩となった。
私は「結婚するなら、美濃部さんとしたい！」とまで、まぁちゃんに打ち明けていた。　　　しかし、私は家庭の事情もあって、両親の勧めるまま、早々にお見合い結婚をした。
３年後、まぁちゃんから結婚式の招待状が届いた。相手は美濃部さんだった。私の結婚祝いの飲み会で、美濃部さんとまぁちゃんは知り合ったようだ。まぁちゃんは、付き合い始めたことも、結婚することも、一言も話してくれなかった。なんとなく、大切にしていたものを奪われたみたいで、悲しかった。こんな気持ちを抱えて、2人とは疎遠なった。
結婚生活での私は、大姑、姑、小姑もいる、家父長制度どっぷりの長男の嫁だった。大変なことは想像できるだろう。夫の散財癖にも泣いた。ボロボロだった。
そんな時、家のポストに教会のチラシが入ってきた。三浦光世さんの講演会だった。私は飛びつき、それから教会生活が始まった。そして神様の救いに与り、キリスト者となった。私は水を得た魚のように、聖書によってどんどん変えられていった。そして驚くことに、夫も私に勝るキリスト者となり、私たちは朝、夫の祈りから始まる生活へと変えられた。
ある時、新聞の人事欄に美濃部さんの昇格記事を見た。すごい。さすがぁ！手を叩いて喜んだ。でもその反面、まぁちゃんが羨ましいなと言う気持ちになった。
私のジェラシーはなかなか消えなかった。まぁちゃん、社長夫人なんだ。高校の頃からエステが大好き。美人だし、磨きに磨きがかかっているんだろうなぁと。
ふと声が聞こえた。お前はお金持ちになりたかったのか？いや、違う。今の生活に不満があるのか？いや、違う。今となっては、夫は私を知る最高の理解者だ。朝の散歩の空気清々しい事、この上ない。まぁちゃんは、お金持ちになった。じゃあ私は？そうだ！私はあの一冊の本から、教会の門を叩き、聖書に導かれ、信仰をもらったんだ。美濃部さんがくれたもの。何にも代えがたい信仰と言う最高の贈り物だ。

